
高校生の進路選択に関する教育臨床学的研究(2)

進路形成過程における転撲の存在とジェンダーの影響一一
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本研究は、三うる商業高校での進路選択支援活動の事例から、生徒の進路選択におけるジエ

ン夕、一要因の影響について新たな知見を導こうとするものである。支援活動の経過から

我々辻、支援を通じ生徒の進路意識が大きく変化する、いわゆる「転機jが見ちれたのは

女子生徒だけであることを見いだした。本研究は、この転機の事例分析を通じて、進路多

諜校における女子生徒は 2重の意味で「大学に行っても{士方がない存在jとして倍値剥奪

されており、支援を通じて、彼女たちが被差別者の「アイデンティティ問題jとして大学

進学に取り組むようになることを明らかにした。反対に、男子生徒は「男は大学進学jと

いう世間的な儲値観に呪縛される中で学校を特に選ばなげれば進学できるという状況に

沿って進学していく D 教育におけるジエンダー要盟が差別問題として把握すべき側面を有

していることが伺えるのである口

1 研究の自的

前田の報告(酒井信 2004)では、 A商業高校での進

路選択支援活動について紹介し、進路多様校に通う生

徒の進路選択にみる「ゆらぎjの存在と、そうした生

徒への支援のあり方について検討した。本稿では前田

の報告をふまえ、進路選択における転機の存在にス

ポットを当て、そこかちジヱンダーと進路という教育

社会学の中心的テーマの 1つに対し、新たな視点を提

起したい。

酒井也 (2004)では女子の事例のみを取り上げたた

め、ジェンダーと進路に関する考察は今後の課題とし

て残された。だが、その後男子生徒の参加が増え、こ

の点への分析が可能になると、進路選択における転機

の存在がジェンダーにより構造化されていることを理

解するに至った。本稿はこの点について具体例を報告

するとともに、その理論的な意味合いを考察するもの

であるc

転機の問題はデンジン(1992)によ Drエピブアニ一
体験jとしてライフストーリー論の中心課題の 1っと

して提起されてきた。ただし彼の言うエピファニーで

は、虐待やアルコール中毒などの問題的状況において

発生するものが想定されており、必ずしもここでいう

転機と同質のものではない。進路選択における転機と

は、氏が想定するほど激烈な経験とは言えないまでも、

生徒のそれまでの進路展望や動機付けの度合いが大き

く変わるような何らかの経験を意味している。このよ

うな意味での転機は、トラッキングシステムの下にあ

る高校生の進路選択では十分生じることが予想され

る。なぜなら、各トラックに予定された進路から大き

く逸説して進路を選択することは、きわめて鮮裂な選

択として意識されうるし、そこでは様々な物事の意味

変容が生じるものと思われるからであるD

だが我々の支援活動では、進路選択においてこうし

た転機が明確に見られたのはもっぱら女子であった。

反対に活動に参加した男子には転機があまりはっきり

とは経験されなかった。女子は多くの場合ある時点、か

ら意識の変容をはっきりした形で自覚し、大学進学に

向けて、それ以前とは異なった度合いで努力しようと

したが、男子にはそうした転換点は見られなかった。

このことは高校生の進路選択における転機の存在が

ジェンダーによって構造化されていることを示唆する

ものであり、それは 1つの社会的事実として社会学的

に説明すべき事象であるD 果たして、なぜ転機の経験

のきれ方に男女で違いが見られるのだろうか。本稿で

はこのような問題関心のもとに、具体的には以下の

謹々の間いに答えることを通じて考察を深めていきた

し)0

(1)転撲を経験した生徒違法、支援の取り組みの中で

転機としてどのような状況に遭遇し、それをどう受け

止め、どう対処したのかD
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(2)その前後において、支援にあたった我々はいかな

る影響を与えたのか。

。その中で、生徒たち辻自分が何者であるのか、あ

り得るのかについて、どのように患いを巡らしたのかG

地転機の存在が明議な形でみられない生徒はどのよ

う』こして進路を選択していったのか。

(5)転機の存在がみられる生徒とそうではない生徒の

違い拭何によるのか。そこに辻ジェンダーという要因

はいかなる形で介在しているのか。

2 rジェンダーと進路」研究における転機問題の重
要性

「ジェンダーと進路」の問題は、多くの教育社会学

者がとりあげてきた問題である G そこでは、女性がな

ぜ女性向きの進路を選択していくのかといったジェン

ダー・トラックの問題が取り上げられてきた(中西

1998)0女性が伝統的な女性牲を内面化していく理由

について、たとえば木村〈涼) (1992)は、虚偽意識仮

説、合理的選択仮説、適合化仮説、の3つを挙げてい

る。こうした一連の研究は、女性がなぜ低位の進路に

甘んじるのかという問題設定を立ててきたが、我々が

A寵業高校での進路選択支援活動で見いだ、したのは、

むしろいったん進学を決めた場合には、女子生徒の方

がアスピレーション(文字通りの野心)が高く、努力

の度合いも高い場合が見られることである G

こうした事象を「ジェンダーと進路j研究はこれま

で対象とすることはなかった。先行研究では当該ト

ラックに予定された進路をそれぞれの性の生徒がどの

ようにして選択するのかが説明されてきたのであり、

そこから逸脱するケースは看過されてきた。だが、先

に述べたように、逸説事例においてもまたジェンダー

による構造化が見られるのであればそれは説明される

べき事象であろう c

しかも逸脱事関の研究は、しばしば先行研究の前提

となる議論に対して異議を申し立てる。今回の事例を

通じて痛感されるのは、先行研究が社会化論に過度に

依拠してきたのではないかという問題でるるD 女子は

女子向けの進路に就くことが想定され、それが説明の

対象とされてきた。だが、女子が敢えて女子向けの進

路を選択しない場合にもそこにはジェンダーの要因が

介在している。とするならば、ジェンダーはいかなる

要因として、そこに介在するのだろうかD 本報告はこ

の点について理論的に検討することも課題の 1つであ

るo
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3 プEジェクトの概要

(l)A高業高校について

A膏は、首都圏都市部にある全日制公立高校で、 1

学年4クラスの小規模校であるo 入試のレベルは下位

ランクの 1つで、普通科の最下位校とどちらにするか

迷って入学してくる生徒も多い。本研究の主な対象は

2004年3月に卒業した学年であるが、入学時点で辻160

名でるったものの卒業者は105名にすぎず、男女比は約

1対 4であるo

(2)進路状況と課題

A高はいわゆる進路多様校であり、卒業生に占める

就職内定者の減少額自が続き、 2003年3月の就職内定

者数は過去最抵の23名(19%)であった。これに対し

て進学者は讃ばいでるり、したがって、進路未定者が

増加した。この状況に危機感を持った学校は2004年

度、進路指導部と 3年担任が中心となって個別指導を

徹底する改善に乗り出した。その結果、 2004年3月の

卒業生の就職内定者は記名 (33%) となり未定者も減

少したq

大学進学についても、 2003年3月の進学者数5名に

対して2004年3月の進学者数は11名で初めて10%を越

えた。また、本研究にかかわる支援プロジェクトにつ

いて 3年担任との打ち合わせもおこなわれ、活動とし

ての認知度を深めた。

課題として辻、全体指導・留別指導を繰り返しても

卒業の時点で進路未定の者がでることと、決定した者

でも就職活動、進学準錆に取り掛かる時期が遅いこと

が、教員へのインフォーマルインタビューにおいて指

揺されている G また、女子に比べて男子に未定者や意

識の低い者が多いということも指摘されているD

(3)プロジェクトのねらいと運営方法

本プロジェクトは酒井他 (2004)で報告したように、

学校のスケジューJレで進路選択をおこなうのではな

く、生徒吉身のペースで大学進学を中心とした進路選

択をおこなうことを支援するものである。具体的に辻、

毎週2日程度放課後に大学生、大学院生がA商を訪問

し、進路選択の相談や学習支援・試験対策支援を、肴

望する生徒に対しておこなうもので、以下の項目をね

らいとしている。

-大学生の実惑を凱身で感じるc

-進路にむけての時間を共有するc

-自宅学習にチャレンジすることを支援するo

・入試'情報の検索と穎書・提出資料の書き方や内容



づくりを支援する。

(4)参加生徒の状況

プロジェクトへの参加はオープンであり、授業、プ

ワント、掲示を通じて誰でも大学生・大学院生に椙談

できることがアナウンスされていたが、実擦には教員

に留別相談をしたところ大学進学を勧められた生徒

と、教員の側から大学進学を進路先として提示された

生徒が参加しているo したがって本研究でフィールド

ワークの対象となった生徒は全員が始めたきっかけを

「教員に勧められてjと述べているo

しかしながら、本年度は昨年までと異なりー誌は大

学進学という志望を持っている者が多かった。

(5)とりあげたケースの概要

2004年3月に卒業した生徒5名と、 2003年3月に卒

業した生徒2名について報告する q 氏名註いずれも仮

名である{表 1)0 

4 データの収集方法

本プロジェクトでは、時期や年度により人数が違う

が、毎年約10名程度のボランティアの学生ならびに読

生が実際の支援活動にあたっている。彼らは活動があ

るとその都度、その日の活動の内容を引き灘ぎのため

の記録として書き上げ、メーリングリストで他のメン

ノてーに送付するという作業を課されている。また、高

校側担当の3教諭も詳細な記録を蓄積している。これ

ら辻すべて、調査として見ればフィールドにおける記

録と見なすことが可能で、あり、本稿ではこれを「フィー

ルドノーツJと命名しているo

また、これとは別に生徒には適宜本語の執筆者らが

インタビューを行い、進路決定までの意識や生活態度

などを聞いている。なかでも進路決定後に辻各生徒に

長時間のインタビューを行い、活動を通じてのボラン

ティアとの関わりやそこで考えたことを詳しく尋ね

た。記録は可能な限りテープやMDで録音し、それを起

こした。

次節以降での生徒の事例報告は、すべてこの「フィー

ルドノーツjとインタビューに基づいて記述されたも

のである。また、活動場面やB教諭による指導場富で

の生徒の発言は、「フィールドノーツjとして記録され

ているo

表 1 ケースの概要

氏名 性別出席状況・成績 参加前の進路志望

1 カズミ
女欠霜少・遅刻少、

成績を憂秀
専門学校

2 *クヱ
女欠寄少・遅刻多、

成績普通
就職

3 ダデノlル
女欠露多・遅刻多、
成績悪い

フリーター

4 レイコ
女欠席少・遅刻多、

或讃普通
専門学校か大学

5 マコト
男欠}事多・遅刻多、
成績悪い

大学

6 ユウスケ
男欠蕗多・遅刻多、
成績悪い

「フリーターかなJ

7 ヒロシ
男欠霜無・遅刻少、 大学だが経済的に

成績優秀 就職かも

*2003年3月卒業の生徒

5 チャレンジャーの女子

酒井地 (2004)で指摘したように、 A商の生徒の中

には学校に対する帰属意識が低く、最も小さな努力だ

けで卒業さえできればいいという意識が強い生徒も少

なからずおり、卒業後フリーターになるのもしかたが

ないという暗黙の了解が教員生徒関で共有されてい

る。女子生徒の中には、「卒業したら結婚jと考えてい

る生徒も一定数おり、また、家庭の経済的な事情など

がある場合には「卒業後はキャパクラで働く jと公言

する生徒もいる。保護者からも、[女の子で高業高校な

んだから、お嫁に行くし大学進学しても無駄J、「大学

に行ってどうしてもやりたい勉強があるのでなければ

就職したほうがいいjと言われている生徒も少なくな

い。本プロジェクトでは、そのような生徒たちに対し、

大学進学に向けて努力するという価値を積極的に提示

しながら、進路選択支援活動をおこなってきた。つま

り、女性役割に応じた進路選択をしようとする生徒た

ちに対し、揺さぶ、りをかける活動であると言えよう o

先述のようにA商の生徒の男女比は 1対 4でるる

が、大学進学を勧められ本活動に参加した生徒の男女

の数はほぼ詰抗しているD だが、後述のように、男子

の場合は、成績・出席・試験日程などの条件に鑑み、

自己に見合った大学を選択するケースが多いのに対

し、女子の場合、 fチャレンジャーjとも呼べるような

高望みともとれる進路〈当初は教員から勧められたも

のである)に果敢に挑み、合格を目指し主体的に努力

をするという姿勢が見られた。

ここでは、当初は受動的であった大学進学に対し、

ある時点、を転機として能動的に取り組むようになった
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4名を事例として取り上げる。

{ケース 1)カズミ

再親と中学一年の妹の4人暮ちし。中学3者三時は、

あまり登校せず年間出露日数は50司、評定平均は 20

担任に、「高校へ行げないから就職考えた方がいいj

と言われ、すごくあせって必死に勉強してA商に入学

したo

高校入学当時は、高校でも勉強にはついていけない

だろうから、卒業さえできればいいと考えていたとい

フO

中学校でさんざんな落ちこぼれかたをして、授業

も全くわかんなくてだめだなーて惑じで、高校とか

も中学よりも難しいことやるんだかち、中学(の勉

強が)わかつてないんだから、高校でもわかるわけ

ないよって思ってて。卒業さえできればいいなって

思ってて。 (2004年1月22司、インタビュー)

だが、高校入試のための受験勉強が効を奏してか、

入学後最初の定期テストで高得点、を取ることができ、

それ以来、成績は上泣を維持し、高校3年時には生徒

会長も務めた。高校卒業後の進路について、母親から

は、「女の子で商業高校なんだから、どうせお嫁に行く

し大学進学しても無駄J、「銀行の仕事がいしリと言わ

れ、 1年時には就職志望だったむしかし、本活動の支

援を受けた先輩がAO入試や自己推薦入試で大学進学

を果たすのを見て、大学進学への撞れも抱くようにな

るo

三年生の先輩が卒業するときに、先輩が中央大学

に行ったんですよ、その年。中央大学に行って、中

央大学って何かわからないんですけど、担任の先生

も中央大学ってすごくいい学校だって言ってG 担任

の先生は中央大学卒だったんですけどD 中央大学は

いいぞ、って言ってc じゃあ頑張れば行けるのかつて

簡単に考えちゃって。

(2004年1月228、インタビュー)

一方で、好きな絵を続けようと、デザインの専門学

校への進学も考えていたが、友人の撞いた絵を見て自

分の才能のなさを実感し、専門学校でやっていく自信

を失くす。 3年に進級した当初は、高卒後すぐ就職し

一生働き続けていくという将来にも「ぴんとこないj

という理由で、消種的な選択としてri'育けないんだけ

100 

ど進学jを目指すことにしたG

Wさん(絵が上手なカズミの友人〉には絵の道し

かない。(略〉でも、(わたしは)専門はやってく自

信がないし、就職もぴんとこない。一生働かなきゃ

だ、から。それで情けないんだげど進学にした。

(2004年2月、インタビュー〉

カズミは、 3年生の 5月から本活動に参加している

が、その時点では、公務員試験を受験するか大学受験

をするかで揺れていた。 6丹半ば墳に、公務員をやめ

て大学進学にすると決め、その時かち、大学生ボラン

ティアに対しては、「早稲田大学を自己推薦入試で受

験するJと伝えていたが、志望校の選択辻、自分の意

志というよりも fB先生と相談して決めたjもので、

B教諭に勧められるがままの受動的選択であった。カ

ズミは進路決定後に、この時の気持ちを次のように

語っている。

B先生に相談して、どこがいいとか。最終的に自

分で決めた。 B先生が早稲田いいっていうからそう

かなと患った。でも受かるわけないって半信半疑で。

先輩たちに悪いけど、 A高から早稲田受けるって言

うと何考えてるんだろう?カネの無駄だよと患って

てo (略〉早稲田受けても無理ジャンみたいな。自

分がそういうふうに(=早稲田を受験するように〉

言われるようになって、今年は私だと思って結構憂

欝だ、ったんですよね。

(2004年1月22日、インタビュー〉

だが、憂欝という気持ちの反面、早稲田大学に対す

る憧れも強く抱いており、複雑な気持ちが交錯してい

たといえるo カズミは、 A商で行われているボ、ラン

ティア活動に、高校1年の時かち積極的に参加し、そ

の示、ランティア活動が母体となって設立されたNPO

でも中心的な役醤を果たしてきており、高2の秋には、

早稲田大学社会科学部のS先生のゼミを訪問し、活動

報告を行っている。カズミはその時の感想、をNPO襲り

に次のように記している O

早稲田大学社会科学部のみなさんのゼミに参加さ

せていただきましたo NPO設立にあたり、学校・部

活・生徒会などとボランティア活動を巡る隷々なト

ラブルがあり、その事を説明したり、それについて

の意見を信ったりしました。(略)その勉には現在の



活動(年3回のパソコン講習会・社会教育会館での

パソコンボランティア・カンボジア訪問・詰問サポー

トなど〉と、?ザOが抱えている理事不足や資金不足

などの問題点、それについての解決策をいただきま

した。高校では決して得ることのできないような貴

重な事をたくさん聞く事ができ、とても有益な時間

でした。この経験を生かしてこのNPOをますます盛

り上げていけたら良いと思っています。

(2002年11月27日発行、 NPOf更り)

この経験もあり、カズミ自身は社会科学部を受験し

たいと患ったのだが、成績が基準に及ばないなどの理

由もあり、教育学部を受験することになった。だが、

あまり乗り気ではなかったという D

最初は教育はいやだ、ったんです。「先生jって感じ

がして。最初は社会科学部に入りたかったD でも成

主責が足りなくて、教育になった。(略)先生にはな

りたくなかった。中学にはいい先生がいなかったか

ら (2004年2丹、インタビュー)

そのため、 1学期の聞は活動の場に来ても、生徒会

の仕事をしたり塾の英語のプリントをしたりしてい

て、あまり積極的ではなかった。

また、一方で、進路指導部の進学担当の教員 (C教

諭〉には指定校推薦で大学進学することを勧められて

おり、 rc詣定校で簡単に入学できたとしてい A高の
英語は中学生レベルだから大学に入ってから大変だj

と考え、先走って塾に逼い英語の勉強を始めた。塾で

は、先生にセンター入試を受験するよう勧められ、毎

田多くの宿題を課せられたため、カズミは、夏抹み中

に活動に参加した際にも、塾の夏期講習の宿題や予習

をやることが多く、 B教論から課せられていた自己推

薦入試受験のための資料作成の作業は捗らなかった。

だが、 B教諭に f誰についていくのか決めろJと決断

を迫られたことをきっかけに、指定校誰薦は受験せ

ず、皐稲田大学受験に向げて頭張ると決意表現した。

塾の先生は、(カズミに)センター入試を受けさ

せたいそうで、頑張らなきゃいけないとはつばをか

けられているので、塾の宿題をやらなきゃいげない

という話をしていたところへ、B先生がやってきて、

〈カズミに対して)rおまえ、全部はやれないんだか
ち、塾の先生の言うことと、 C先生の言うことと、

おれの言うことと、全然違うことを言っているんだ

かち、誰についていくのか決めろj というようなこ

とをおっしゃっていました。カズミさんは、迷わず

rB先生についていきますjと即答していました。
(2003年8月8日、フィールドノーツ)

それでも、夏休みが終わり10月最初の文化祭が終わ

るまでは、進路のことに専念できず、 f文化祭が終わっ

てからようやく自を覚ました感じで、進路のことで焦

り始めたJという o それから願書締切りまでは、十日

あまりしかなく、毎日遅くまで、学校に残って出願のた

めの資料作成などに取り組んでいたが、[一番初めに

頼書提出したときはあんまり乗り気ではなかったj

し、自分が受験する学科についても f願書提出するま

では生涯学習のことは全然知らないjという状態だっ

たc

だが、額書を作成する過程で、これまでの高校生活

の中で経験させてもらってきた数々のボランティア活

動について援り返り、多くの入との出会いの機会を与

えられてきたことや、大学生ボランティアやB教論が

応援してくれていることを実感し、「頑張りたいなj

と感じたという o

額書の資料集めしてる間に自分が今まで何をして

きたか譲り返るんですよ o S先生にすごくお世話に

なったり、パソコン講習会とか。恥ずかしいけど一

番思い出したのはB先生だった。一番お世話になっ

たの辻B先生で。私はこんなに機会をもらっていろ

んな入に会って、いろんな事をして、最終的にB先

生が弘が大学に願書を出して合格することを応援し

てくれてるんだと思ったら頑張りたいなと思ってき

て。 (2004年 1月22日、インタビュー)

そして、本格的に小論文の練習などを始め、自分が

受験する学科である生涯教育について、大学生ボラン

ティアと一緒に、インターネットで謂べたり専門の本

を読んだりすることにより、これまで自分が関わって

きたボランティア活動につながる勉強が大学でできる

ことを知ることができた。この気づきがカズミにとっ

て最大の転機となり、その後、受験勉強に向けて積極

的に取り組みむようになっていった。

顕書出した後に生涯学習について(大学生ボラン

ティアの方に〉いろいろ教えてもらって、その時か

ら本も読まなきゃっていう気持ちになった。自分が

関わっているNPOの分野のことについても、〈出願
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する蒔は〉ただ書類を集めるだげで、全体像はつか

めてなかったんですけど、でも、願書提出して、小

論文の諌習とか始めて、社会教育って自分が今まで

やってきたこととリンクしてる、自分が関わってい

るNPOともつながっているってことがわかって、分

野として(社会教育が〉好きになった。それで、、社

会教育主事になりたいって思って、社会教育主事に

撞れるようになったo (略) (インターネットを一緒

に晃ながら、大学での専攻(生涯教青学)を生かせる

仕事として)こういうのがあるよって教えてくれた

の誌、 Kさん(大学生ボランティア)。だから、 fこ

れはいいリって思ったD それで、社会教育主事にな

るっていう将来の百諜は遠いけど、それに近づくた

めに、まず、今頑張って大学に入ろう、って思った。

呂標があるのとないのとって、違うじゃないですか、

「これになるから頭張るぞjって言うのがあったか

ら、頑張れたんだと患う O

(2004年2月3目、インタピュー)

一次試験合格後は、ほぽ毎巨のように活動に参加し、

専門分野の本を読んだり、かなりの専門'注を要求され

る小論文の過去問題にあきらめずに取り組んだりする

姿勢を見せ、その結果、皐稲田大学に合格した。

(ケース 2) リエ

再親と弟の 4人家族。自営業でそれほど経済的な余

裕があるわけではない。進学の費用に関して母親は、

多少の無理をすれば出せないこともないが、大学に

行ってどうしてもやりたい勉強があるのでなければ就

職したほうがいいと言っている G評定値は3.0。一年生

の持は、「進学とかは全く考えていなくて、絶対就職j

と思っていたが、 2年になり「すごい遅刻が多いの

で、就職できないなjと患っていた頃、 B教諭に fお

まえも(進学に〉するかけと言われ、就職は無理だ、

からという理由で進学を希望した。 3年の 5月から塾

に通い始めたが、勉強の仕方が分からず、 B教諭の勧

めで本活動に参加。

高校に入った時は、いっぱい資格をとろうと思っ

て、高業の。でも全然取れなくて。すごい遅刻が多

いので、就職できないって思ったんですよ、 2年生

の終わり項9 こんなに遅刻が多くて、絶対私は就職

無理だと思ったんですよ G で、 B先生が (rおまえ
も進学にするかりと)言ってたから、あーそうか、

進学かつて。でも、うちの学校は進学校とかじゃな
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いし、勉強とかも全然…c

(2003年3月11日、インタビュー)

活動開始時、進学という方向性は決まっていたもの

の、なかなか自分から動くことができず、志望校につ

いて「自分のことなんだから自分で探しなよjという

ボランティアの言葉に対して「そう患うけど、何して

いいか分からないから何か指示してjと答えるような

状態だった (2002年10月3日、フィールドノーツ)。活

動の進行とともに、次第に志望校選択にも受験勉強に

も積謹的になっていき、大学へ行きたいという気持ち

が「どんどん強くなっていった感じjだったという D

しかし一方で学習習震が身についておらず、勉強に

集中できなくなった時期があり、母親から「そんな態

度なら(塾を)やめれぜjと言われたことで塾をやめ

たりもしているむ

(塾ゃめちゃったじゃない?あれ、結局なんでゃ

めちゃったの?) 

ちょっと勉強に身が入らなくなってきちゃって、

ず、っと英語ばっかりやってて。受験勉強だから、多

いわけじゃないですか、やることが。全然できなく

て。ちょっとなんか、お母さんが、「そんな態度なら

(塾を)やめればJってo

(2003年3月11日、インタビュー)

また、家計への配意も常にあり、「おねえちゃんが大

学行くなら自分は行かないjという弟の言葉に考え込

む様子もみられたむ

リエさんの弟は「おねえちゃんが大学行くなら自

分は行かないJと言っているらしいc おねえちゃん

が行かないなち行くらしい。リエさんの弟は家のお

財布を気にしているのだろうか。

(2002年10月30日、フィールドノーツ)

11月、第一志望の駒準大学を受験中に国土舘大学の

願書を出そうとしたが、 rc何校も違う学科を受験して
受験料を無駄にして)やりたいことがはっきり決まっ

ていないなら進学しないほうがいいJr駒沢がだめな
ら就職しなさいjと両親に言われ、受験料をもらえな

かったために出額できなかった。その後、駒沢が不合

格となり、本人は進学か就職かで深く J諮む。その際、

一昨年度に生徒として本活動に参加した先輩と進路に

ついて話し合ったことが、リエにとって転機となった。



この時、先輩に f働きたいかもう少し勉強したいかj した。

と聞かれ、「もう少し勉強したいjと患ったという o

親が駒沢落ちたら就職と言っていて迷ったけど、

先週、先輩と話した時に f偉きたいかもう少し勉強

したいかjと言われて「もう少し勉強したいjと思っ

たそうですD

(2002年11月15日、フィーノレドノーツ)

リエは、中学校の時にあまり熱心に勉強に取り組ま

なかったことや、高校に入ってからも「資格をたくさ

ん取ろうjと思いながらも取ることができなかったこ

とへの後悔の気持ちをず、っと持ち続けてきている G 大

学進学は、リエにとって、これまで、果たせなかった勉

学に再挑戦するチャンスであったといえよう o

{高校に)入ってからこの学校は絶対私には合つ

てないと思って、もっと勉強しておけばよかったっ

て後悔したo (中略) (大学では)卒業した時に後海

しないように、勉強しとけばよかったと思わないよ

うに、勉強したいD

(2003年3丹11日、インタゼュー)

また、先輩から、二部にすれば学費が半額になるこ

とを教えてもらい、両親にそれほど経済的負担をかけ

ずに進学する道もあることを知り、それまで考えてい

なかった二部の受験を決心するo

(駒沢が不合格になった時泣)なんかもう、結構

何校か落ちて、受験料も無駄にしてるし、親にも反

対されて、本当にどうしょうかなぁと思って、でも、

行きたいし。っていう蒔に先輩としゃべってて{略)

二部とかも全然考えてなかったんですよD でも、先

輩が、「私みたいに二部にして、学費半額だし、昼間

働けるから、親に会担かげないためにも二部にして

…。本当に行きたいんだったらちょっと考えてみ

なjって言われた。それで、、なんかその話を聞いて決

心がついたというか、これを最後にして、最後のチャ

ンスを親にもらって、これでだめだったら諦めよ

うって (2003年3丹11日、インタビュー〉

そして、父親に「これを最後に受験させてくださ

いjと頼み込み、受験までの日程も差し迫っていたの

だが、願書(志望動機)の作成、面接の練習、小論文

の練習などに前向きに取り組み、東洋大学二部に合格

(ケース 3)チハル

母、弟、妹、妹の子どもとの 5人暮らし。父母はチ

ハルが小学生の頃離婚。母は病気療養中で、妹の子ど

もが幼いため、長女として家族を支えてきた。成績は

クラスで後ろから数番呂、欠席や遅刻もクラス 1多く、

成績判定会議でいつも名前があがる生徒である o r高
校さえ出てくれればjという親の期待に応えようと必

死に頑張っており、 3年生の 9月当初には、 r(友だち
とは〉“どうする γ'“フリークー"“どうする?"“フ

リーター"(と話している0)(邑分は)化粧のバイトが

したくて、美容部員がしたい。Jと語っていた。

だが、一方で、「母親の面倒はず、っと見ていきたいJ、

「母がまた悪くなった時に役に立ちたいJr母親の気
持ちがわかるようになちたいjから心理カウンセラー

になりたい、という希望を高2の頃から語っていたD

その頃からB教諭に「看護婦からの道もあるからJと
諭されて、興味は感じていたが、金銭的な負担、学業

面での努力不足、学校での達成度の低さ、といった

諸々の要因から、「わたしには無理だからJと無視し

つづけ、高 3の2学期に至る Q 本活動への参加も、

r(B教諭に)勝手に進路を決められてJr行けって
(言われて〉、(ボランティアの大学生との)連絡をと

る係になってjであり、主体的な選択というよりむし

ろ関孫への強引な包絡の結果である。

活動に参加し始めてからも、看護学校への見学、中

学校レベルからの数学の復習などの課題を設定されれ

ば、その場その場では積極的に取り組むものの、 r(理
科の授業の〉カイコの解剖も途中で投げ出したのに、

(看護の実習なんて)わたしには無理Jrテスト勉強自
体したことないから、どうやればいいんだろう?Jと

自信のなきゃ不安を口にし、何度も受験から後退する

姿勢を見せるo

看護学校見学の感想を聞くと、「無理かもjと言っ

ていたor車とか無理。私カイコの解習も途中で投げ
出したもん。授業なのに。j と自告なさそうだ、ったc

(2002年9月26日、フィールドノーツ)

最初はただ(看護学校受験のための)勉強したく

なくて、(略)やっぱしなきゃいけないで、しょ、テス

トがあるからo そんなすぐ入れるようなとこじゃな

いから。それが嫌で。テスト勉強自体あんましたこ

となかったからoどうやればいいんだろって感じでG
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で、まいつかとか思って、ずっとシカトしてたの、

先生を (2003年3月14日、インタビュー)

だが、その度にボランティアやB教諭がメールで頻

繁に連絡を取り続けたところ、ボランティアとの関係

を断ち切ること、受験から完全に降りてしまうことに

は踏み切れず、また活動に参加し、周囲の人に見守ら

れ丁寧に指導してもらえば集中して課題に取り組む姿

勢を晃せた。

チハルさんには、わたしの家定教師用の数学の問

題集〈中学 1・2年用)の正負の数の計算をやって

もらうことにした。(略)チハルさんは整数の計算の

時は順調で、「パカにしないでよぉJと得意げに

言っていた自しかし筈え合わせをしてみると 2間間

違っており、「弟にパカにされる'"'-'Jと苦笑してい

た。しかし分数・小数の計算になると「分母のそろ

え方がわかんな~い」と言ってつまってしまったc

〈略)チハルさんは、計算のスゼードは遅いものの

二時間ほど集中して解いており、集中力はとてもあ

ると感じた。

(2002年12足立呂、フィールドノーツ)

チハルは、この時の気持ちを、進路決定後のインタ

ビューで次のように語っている。

(お茶大生と話してて、進路のこととかの考えが

変わったところはありますかη

え一、どうだろ。変わったっていうか、自分に関

わってる入が増えると、その人たちのこと考えよ

うって思うじゃん。なんか、勉強見てもらって落ち

ちゃったら、ちょっとかわいそうかなとか微妙かな

とか思うじゃん。なんか…。

(悪いなとか?) 

そうそう。せっかく見てもらってたのにみたいな。

(2003年3月14日、インタビュー)

だが、 2学期も終わり墳になり、本活動に参加した

生徒たちのほとんどが年内に進路を決めた後、 3月の

看護学校受験を控えたチハル一人が取り残された形に

なってからは、学校も欠売しがちになり、ボランティ

アがメールを送っても返事が来なくなってしまう G ボ

ランティアがチハルからの連絡を待ってまた活動自を

設定しようとしていたところ、 B教諭からチハルに対

して r(チハルを)3年間見てきて看護婦を勧めている
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んだから〈岳分の将来を真剣に考えるように)Jr興味
があるんだったら、それでやる気がでるんだったらい

ろいろ手伝ってやれるから」という説得があった。そ

れを聞いてチハルは、 fそういう(自分の将来を真剣に

心配して助言と助力をしてくれる)普通の人は男りに

はいないかなあJrありがたい意見かな」と思い、「や
ると決めたらやりたいの。Jr勉強するって決めたら全
部それに使いたかったの、時間をjという気持ちに

なったという o

先生達に、ちょっと説得されたの。 K先生と召先

生からとふたりに。説得されて司うちの周りって結

構、親とかもそうだけど、精神的にちょっと弱い人

ばっかだから、そういうちゃんと職に就いてて、お

まえのこと 2年間も 3年嵩も見てる人はそういない

だろうってD うん、そりゃあねってo で、そういう

人たちがおまえは看護とかに行った近うがいいって

言ってるぞ、って。現に考えなしで言ってるわけじゃ

なくて、向いてないと患ったち勧めないし、そうい

うのに興味があるんだったら、そうやったぼうがい

いみたいな。それでやる気が出るんだったら、いろ

いろ手伝ってやることもできるみたいな、ことを言

われて、そうだよなあ、テン・テン・テン(…〉み

たいな。そうですよねえ、と思って。そういえばま

あそういう普通の入は周りにはいないかなあっと

思ってD ありがたい意見かな、とか思ってo でなん

か、やると決めたらやりたいの。(略)で、だから、

勉強するって決めたら全部それに使いたかったの、

時間を。家のこととか気にしないで。

(2003年 3月14日、インタビュー}

B教論からのこの説得がチハルにとって真剣に受験

勉強に取り組む転機となり、チハルは冬休み中誌とん

ど毎日登校し、 B教論と二人で数学と菌語の問題集や

作文の練習という課題に取り組んだ。だが、その矢先

の母親の入院により、「どっちをとるかつて言ったら

家のことでしょ。やっぱ。」と家族を罷先させ、また受

験を誇めかかったのであるが、その擦にも、 3教諭か

らの「これから山谷あるだろうけど、協力するから頑

張りなよJr自分が頑張る時だかち我慢しなよJ(2003 
年1月7日)というメールでの励ましがあり、 3月の

看護学校受験にこぎつけた。不合諮となったものの 4

月からは某大学病院で看護助手として勤務し始め、以

来 1年半継続して勤務している。



(ケース4)レイコ

父方の祖父が中国残留日本人、祖母は中国人。レイ

コは、中国残留孤克二世の父と、中国人の母の間に中

国の黒龍江省に生まれた。その後、父母は離婚し、レ

イコが8歳の時に、父方の祖父母と父とレイコの西人

で司本に永住2昂国。父は中国にいた時に事故に遭い、

身体に障害があるため、祖父母がレイコの実質上の保

護者であり、レイコが「窺jと呼ぶのは、祖父母をさ

すG レイコは、 8歳で来日した後、小学校I年に編入

したが、数ヶ月で転居し、転校。転校先の小学校では

3年生に編入させられたため、それ以来ず、っと勉強が

わからず、友人もあまりできないまま、中学校までを

過ごした。授業以外の時間は、家で家族と過ごすこと

が多く、家庭では祖父母と中国語を話し、暇な時には

中国のどデオを見て過ごすという生活をず、っと続けて

きており、読み書きはできないものの中国語会話はで

きる。最近はあまりそうでもないけれど以前はよく「雰

毘気が中国人っぽいjと言われたそうで、自身も「わ

たしは中国人Jr自分は日本人じゃないjという意識を
f寺っているo

小学校の頃から「日本語がしゃべれないjことを理

吉にいじめられたりしており、「毎日が嫌。〈学校へ)

行くのが嫌jだったが、「まだ、ふさいから、今の年は学

校行かなきゃいげないんだjと思い、病気のとき以外

は、学校にはきちんと通っていた。

レイコの家族は、中国では農村部で暮らし、農業で

生計を立てていた。その村では、高校進学し、村から

出て都市の大学に進学して都市で就職するのでなけれ

ば、一生村で畑仕事をやっていくのが当たり前だった

という O そのため、レイコと家族は、 r(高校は行かな

いと〉存来が無駄になっちゃう。Jr高校入って卒業し
たら伺かはできる。Jという、学歴が安定した将来に

つながるという錨値観を、国境を越えて持ち越してき

ているc

〈でも、高校には行くって患ってた?) 

それ試行かないと、ダメじゃないですか。将来が

無駄になっちゃう D 一応、高校は卒業したいかな…

〈って思ってた?) 

だって、行かなきゃやることないですよ。フリー

ターなんてみっともない。馬りから克て。いやです、

それはいやです。

((親から)r高校行きなさいjとかつて言われ
た?) 

言わない。普通に、親としても、あたしとしても、

高校行くのは当たり前みたいな。行かないと伺もで

きない、社会が受け入れて…認めてくれない、ってい

うのもあるから。学業として、高校入って卒業した

ら何か誌できる、一応高校は行かなきゃな、みたい

な。 (2002年 7月15目、インタビュー)

だが、レイコがいとこたちの中でも一番年上で、親

戚の中で最初の受験生で、日本の高校入試の状況がわ

からなかったこともあり、 f高業って何をやるのかと

か(わからなかったが)、とにかくf子げるんだ、ったらい

いやって、入れるんだったらどこでもいいやJと思い、

f自分のレベルに合わせた方が入っても苦労しないj

という理由で、 A商に進学する。

高校卒業後の進路については、高校2年の頃までは

中国語の専門学校を志望していたが、中国語を勉強す

るのなら四年制大学の中国語学科に進学した方がよい

のではないかという主教諭からのアドバイスもあり、

3年進級時には大学進学を志望。

レイコは、 3年生の初め頃から、 B教諭に、 f大学受

験を昌指すのならば、自己推薦入試のセールスポイン

トとすることができるよう中国語検定を受げ、合格に

向けて勉強をするようにj、また f小論文の練習をす

るようにjと再三促されていた。だが、 1学期の間は

活動に参加し課題に取り組むということはなく、 B教

論が中国語検定やオープンキャンパスの資料を渡すた

めに活動の場に呼び出しても、それを受け取るだけで、

用事がすめばいつも「今自は忙しいからまた来ますj

と姿を治していた。

先生、〈中冨語検定の)願書ありがとう o 今度はま

じ受かりたいから頑張ります。小論文ていうより私

は漢字苦手だし、まず自分で漢字やりたいし、中国

語の勉強もしなきゃだから忙しいの。だから、〈小論

文指導に〉出たいんだけど、今日はちょっと忙しい

んで、また来ますから G

(2004年4月78、フィールドノーツ)

また、ボランティアが一緒に中国語の勉強をすると

約束をしていても、真面白には勉強に取り組もうとし

ないことが度々あったc

レイコさんとは、中国語の勉強をするという約束

をしていたのですが、三人(活動の場に参加してい

た3年生たち〉でクラスの友だちの噂話をしてい

て、なかなか勉強を始めようとしていませんでした。
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カズミさんが途中かちおしゃべりをしながらも英語

の勉強を始め、レイコさんに「レイコうるさいよ、

勉強しなよjと言い、ようやく勉強を始めるという

感じでしたc

(2004年8月28司、フィールドノーツ)

レイコは、「英語が苦手だからjという理由で大学

受験を震蕗するようなことをしばしば口にするもの

の、親からは「専門(学校)はだめJと言われており、

自身も大学進学しようという気持ちはある様子だっ

た。だが、自分の成績が出願基準を若干上回っていて、

なおかつ中冨語が話せるのだから、第一志望のM大学

中国語学科の公募推薦入試には合格するはずであると

いう希望的観測を自分なりに持っており、小論文の練

習をしたりしなければならないという必要性を自分の

課題としては感じられないでいた。

私、成績3.3でしょ。 M大の(推薦入試の〉基準は

3.0だから大丈夫だよね。それに(これまで撞薦入試

では)1人しか落ちてないし一、平気でしょ…(略〉

…大学生に作文見てもらいたいザど、なかなか時間

なくて。でも受かるよね!面接で中国語話せますと

かアピールして、頼書なんかにも(中国語が話せる

ことを)書いといてもちえばいいよね。

(2004年6月6日、フィールドノーツ)

このような受験に向けての取り組みを全くしないと

いう状態が夏休み明けまで続き、レイコが実際に活動

に参加したのは、出頭まで3週間という差し迫った時

期になってからである。本人の余裕のある言葉とは椙

反して、いざ出頼書類の志望動機を書くとなると、何

を書いていいかわからず、大学生に大学案内に書いて

ある内容を説明しポイントを示唆してもらっても、な

かなか言葉が出てこなかった。大学生ボランティアと

一緒に一文一文を書いていくという方法でようやく書

き上げることができ、レイコは、この経験により、小

論文を書くことが思っていたよりも大変であることを

実感した9 それから何日か続けて活動の場に顔を出し

たが、大学生と、学生生活や友人関採について話し込

むことに熱中し、実擦に小論文の練習をするのはわず

かな時間だけということもあり、受験が差し迫っても

う姿勢は克られなかったc

試験では、面接で経済新開を読まされて全然読めな

かったというものの、日過去の入試で泣〉一人しか落

ちていないから大丈夫だよねjと依然として楽観的な

様子だった。だが、結果は、不合格。「受かるよねjと

何度も教蹄や大学生に確認を求めていたレイコにとっ

て、この不合格はショックが大きく、当初は、「落ちた

のは〈私が)中国人だから差別されたんだ!だって 1

人しか落ちてないのに私だけなんておかしい、日本人

はずるいから、(私だけ)落としたんだjと不平を述べ

ていた。だが、 B教諭に f6月からは¥論文の練習を)

ゃれって言っているの記、 10月に 1回しか来ないで、

書いた作文はたったのs枚なんだから、その範囲で努
力したことは認めるけど、もっといっぱい頑張ったや

つはいるんじゃないか?そういうやつには負けてしょ

うがないんじゃないかJと言われ、向かを考えこむ様

子を見せていた。また、自分が不合格になった理由が、

f中国語が話せるからと言って軽い気持ちで入学して

も、日本語の理解力や学習意欲の点、で続かないことが

あるjためであることを知らされた時には、大学生ボ

ランティアが何を話しかけても荷の返事も返ってこな

いほど黙りこくってしまった。

それまで、「中国語が話せるから、地の日本人の受験

者よりも脊利なはず」と告c:て疑わなかったレイコに

とって、中国語が話せることをプラスに評面してもら

えるわけではないと知ったことは、不合格と同じくら

いの衝撃であったと思われるo

レイコはこの不合格を転機に、 1ヵ月後の同じ大学

の自己推薦入試の受験に向けて、熱心に準粛に取り組

むようになった。それまでは、召教諭に言われるから

活動に参加するという受動的な言動を見せていたが、

大学生ボランティアがA高に行けない司でも「一人で

行って勉強する」といった積極性を晃せるよう?こなっ

た。また、以前は、大学生ボランティアの指導にも真

剣には耳を貸さず、勉強よりもおしゃべりを壕先させ

るという態度であったが、不合諮のあとは、自分から

積極的に「これをやるので教えてくださいjと言うよ

うになった。その結果、二震自の受験で合務、入学後

は、専門の中国語だけでなく、日本語の勉強にも励ん

でいる。

あまり緊迫した様子辻うかがえなかった。また、ボラ 6 呪縛の男子

ンティアが土曜の活動に参加するかどうかを荏認する A高の男子の中には学力や学習への構え、生活や行

メールを送っても、いつも fB先生に開いてみるjと 動と関係なく、いわゆる遊びモードの生徒のなかにも

いう返事が返ってきて、主体的に勉強に取り組むとい fいまどき、男辻大学進学Jという価笹観のなかで、
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本人が主体的に進路選択をおこなうというよりは、呪

縛的Uこ進路が方向付げられる傾向の生徒がみちれるc

これらの男子生徒は、進路讃査の早い段階から大学進

学希望の意向を示すものの、そのための勉強や準錆註

しないc 従来、進路多様校のこのような男子たちは異

体的な志望校が決定しないまま卒業したり、準婿なし

に一般受験して不合格になったりして、進路未定者や

フリーターとなっていった。

しかし、このような生徒たちに進路選択支援をおこ

なえば大学進学は実現する G 本プロジェクトでは、昨

年度までは男子の参加が少数であったが、本年度はよ

り多くの男子生徒が活動に参加してきた口男子が多く

参加した要因としては、本年夏の男子は20名あまりで、

大きく 2つのグループに分かれていたことによる G グ

ノレープの一方はサッカ一部員とその友人で構成され、

部の顧問の女性教諭が熱心に進学を勧めた結果、グ

ループ内で進学するために少しでも小論文や面接対策

をしようという意識が高まり進路選択支援の活動にも

数名が参加したD もう一方のグループは椙対的に或讃

覆秀な生徒が所属するほぽ同一クラス内のグループだ

が、担在も含め特にかかわった教師がいなかったため

に、指定校への大学進学から就職・未定まで様々な進

路選択をおこなうとともに未定率も相対的に高くなっ

た。

ここでは前者のグループに属する 3名を事例として

取り上げる O

(ケース 5)マコト

マコトはA高から徒歩15分の高層都営住宅に家族5

人で生み3人兄弟の長男、小中学校ともに地元であるo

小学校からカブスカウト、中学でボーイスカウトと活

動しボランティア経験や異年齢集団との交流経験が豊

富であるo

中学卒業後、一度、他の高校に入学するが怠学によ

り1年生の途中で中途退学し、 A蕗には 1年遅れで過

年度生として入学している。 3年間めんどうみた担任

はマコトを評して、fあいつはとにかくめんどうくさが

り、なまけ者なんですよD 頭だって悪くはないのに努

力しない、朝は起きられない、授業にあきたら婦っちゃ

う、要するに我慢てのができない。だから、中学のと

きの友達なんかにもばかにされてるんですよ。jと述

べている O

進路指導部がおこなった進路志望調査で誌マコト

は、一貫して大学進学を希望しているQ その理由につ

いて進路指導部のB教論には、高業高校だから菌学部

と語っており就職は考えていない。

おれ、(ボーイ)スカウトの友達とか先輩とかみん

な大学行ってるんですよね。それでやっぱり自分も

いくなら大学。で高業だから語学部かなって。だぶ、っ

てるしパカにされたくないっすから。

(2003年5月15日、フィールドノーツ)

実際の進蕗選択の過程については、卒業までの 1年

間マコトは、進路決定に向けて、ほぼ学期毎に決意→

挫折→反省→決意というサイクルを繰り返してきたQ

そしてそのことを進路指導部の進学担当、支援の大学

生・説生に、何震も表明している。 4月の新学期当初

に辻、 B教諭に対して「先生、おれ今日まで(3日間〉

遅刻してないんだ。この調子で頑張るから、今度はす

ごいやる気あるから、たのむよ。jと話していたが、翌

週から遅刻がはじまり 8月の終わりには学期欠時オー

ノてーとなり、卒業見込みの調査書の発行が保留される

こととなった。このことを担任から言われたマコトは

担任に、「おれ2学期から頭張るから、みててよ先生。j

と表明し、主教論にも再度、頭張る決意を告げている G

先生、 2学期は大丈夫だから、信じて。大学いき

たいからさ O でも自分で何したらいいかわからない

し、夏休みもどうすればいいかわかんなくて遊びそ

う、てか、遊びも必要だしバイトもあるし…(略〉…

でも、おれ、やる気、超あるから、なんかアドバイ

スしてよ、先生

(2003年7月11日、フィールドノーツ)

そこで、小論文指導に参加することを勧め夏休み中

は、 5田指導に参加したが、大学生が書く内容などを

指示しても自分なりの構成に酉執したり、勝手に

fじゃあ家でやってきますjなどと言つては、おしゃ

べりに夢中になっていた。また、友人と支援の大学院

生をキャンプに誘うなど受験生の決意はまったく感じ

られない言動や行動もみられ、休み詰の決意との一貫

性がまったくみられなかった。

2学期も 1学期の繰り返しで、 10丹早々に再び欠時

オーノてーが出て、年明けまで調査書の発行ができない

こととなり、推薦入試には出願できないことが決定的

となった。したがって10丹以降は学習支援活動の場に

はたまに顔を出すものの、やや居づらそうにおしゃべ

りをして滞るような状態であった。

年が明付て 2月に何とか卒業が決まると、進学では
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なく就職試験を受けることとなった。保護者の経済状

態を危慎して、夜間に通学できる就職先を探したの

だった。しかし、結果は不合格。ここで「もうフリー

ターでいいjという語りもでたが、担任の勧めもあり

大学の夜詰主を受験し、受かれば昼間バイトするとい

うこととなった。この間は活動の場に顔は出すものの

活動にはほとんど参加しなかったが、試験直前に面接

練習をおこなったs

大学生の人たちにはすごい惑謝なんですよね。お

れみたいなちょっとてきとーな奴にも、ちゃんとめ

んどうみてくれて、担任もいい先生だザどそこまで

はってかんじだから。でちょっと(気が引けて〉出

れなかったけど、まじ、がんばるからさ、みててよ

(2004年2月20日、フィールドノーツ)

結果は合格で、現在は大学の2部に通いながら夜中

に居酒屋の厨房のバイトをおこなっているo

〈ケース 6)ユウスケ

ユウスケは、家が呉服問屋を堂む自営業で、私立高

校から駒沢大学に進んだ兄との二人兄弟。詞親として

は、高校受験註失敗したが兄と同様、大学進学しても

らうことを望んでおり、 8月時点から進蕗希望調査で

は大学を希望していた9

しかし、夏休みに入るまで具体的にどの大学をどの

ような受験方法でなどとは考えていなかった。そのこ

とを心配した担任が電話で学校に呼び出して、進路担

当者の方から高千穂大学のAO入試の起業・事業経営

コースで受験することを勧められ、 fおれ別に家は継

ぐ気ないんですjというのを、とりあえず入学の手段

だからと説明され、志望校が決定した。

大学はよくわからないし、入れればどこでもいい

んだけど、うち継がなきゃみたいのは、そんな気な

いんで無理ですけど、入試のときだけの話ならそれ

でもいいす。とにかく楽に入れる方でよろしく。

(2003年7月28目、フィールドノーツ〉

この入試は、家業を継ぐ意志のある者が受験資格の

1つであり、志望理由書・保護者の同意書、作文のほ

か面接が課せられる。ユウスケ註夏抹み中に、学校見

学、志望理由書の提出をおこないAO入試のエント

リーを済ませたが、 9月からの週2自の活動には試験

の直前まで、教員が参加を促しても積極的に参加する
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ことはなく、特に努力しなければという意識もなく、

どちらかといえばなあなあという様子であった9

ょうやく試験の 2還問ほど前になり、活動に本務的

に参加するようになったものの、数呂の指導で本番の

試験を迎えることとなったa 準備できたの辻、志望動

機の作文練習と基本的な面接対策だけであったが、 B

教諭の f準備は大丈夫かいけの関いに本人は至って

楽観的であったむ

作文とか今までで一番やって、何度も練習したか

らばっちりだから!面接も諌習してもらって、かつ

ことかもダサいけどちゃんとしてくから、楽勝って

かんじ。でも少し心配だけど、気合で何とかなると

思う D (2003年10月2日、フィールドノーツ〉

しかし、試験終了後、報告に来たユウスケは、「面接

で髪型を注意されてショックだった。なんで教えてく

れなかったんだりと訴えた。実擦はそれらの注意は

事前に再三にわたり、大学生、教員からされていたが、

それに対してユウスケは f楽勝だからまかせてJrわ
かってるからJなどと答えるものの真剣には捉えてい
なかった。面接で指揺を受けた髪形についても、床屋

に行くように大学生・教員で説得させて行かせたもの

の見た巨はほとんど変わらないような有様で、大学に

は入りたいがそのために自分が努力することや我'漫す

ることが、一般的な考え方として法理解できても自分

の行動としてはできないのであった。

それでも結果は合格、本人は大喜び、で「あんな(髪

形の)こと言われて、絶対だめだとおもったけど、よ

かった入学したら)がんばるから!Jと大学生や

教員に言ってまわっていた。

{ケース 7) ヒロシ

ヒロシは母子家庭で経済的には厳しい状況である

が、母親は 3年生4月の時点で「本人がきちんと『大

学に行かせて欲しい』と頼んでくれば、行かせてあげ

たいjと担任には話していた。一方、本人は 1年のと

きから成績優秀で、主任との面接で辻、一志、大学進

学希望であるが、経済的にきついことをJ心配していたむ

どこかある程度いい大学に行きたいけど、経済的

に厳しいと思うから、奨学金とかももらって頑張り

たいと思う o 指定校が楽でいいけど自分の成績じゃ

駒沢は〈上位の生徒がいるので〉無理だから、どこ

か推薦で入れるとこ受けたいと思う 9



(2003年4月初日、フィールドノーツ)

5月の進路希望調査でも大学志望であったが、 7月

に辻学費のこととで母親と援めて、進学を放棄し就職

希望となるo しかし、求人票関覧といった就職に向付

ての異体的な活動はしないまま夏体みに入り 9月を迎

えた。

母親が金ないっていうから、もう大学は行かない。

(お金のことで)ほんとにむかつくから、卒業した

ら世話になりたくないから、就職して金ためて大学

f子こうかつて思ってる口

(2003年7月11日、フィールドノーツ)

2学期になって、就職と言いながらも、担任には

f働きながら大学行くとか、卒業して 1年間きっちり

動いて金貯めて大学行く jなどと語った。その一方

で、担任が「親にきちんと大学行きたいとお願いして

みろjと言っても、「そんなのは嫌だ、頼まれれば行っ

てやるjと答えている。

その後、担任も保護者に 2、3@J電話するなどして

徐々に親子聞の対立は母親の方が歩み寄るかたちで解

消され、 11月に千葉商科大学を推薦入試で受験できる

ことになった。

べつに自分は(大学は)どうでもよかったんだけ

ど、結局、母親も行っていいというか、行って欲し

いみたいな感じでいうから、行くことにした。でも、

経済的には楽じゃないことわかるからバイトとかも

少し註したいと思う o

(2003年11月5日、フィールドノーツ)

そして、数回、小論文指導や面接指導ζ参加したが、

その中では、 1学期にみられた自信は消失し、 fおれ、

昔から作文は苦手なんですよ、ほんとに受かるかなJ

と不安を募らせていたが、結果は無事に合格した。

7 進路多様校における進路選択の性差

5節での転機を乗り越えるチャレンジャーとしての

女子と 8節で指摘している積極的な転撲のない呪縛の

男子という差異はどのような構造であるか検討する。

A商における2004年 3月の卒業生の2003年6月時点、

での男女の進路希望未定者と卒業時の進路未定者を比

較すると、女子の未定者数は、 36名から29名へと 7名

減少しているのに対して、男子は、 12名から11名へと

1名減少しているのに過ぎない。女子の方が3年に

なった持点、で未定であっても最終的に進路選択をおこ

なう割合が高いことがわかる。

つまり、未定の女子は隷々な内外の要因の中で悩み

ながらも、進路を選択することが可能であるが、未定

の男子のうち、特に進学したいが学力や経湊的に困難

であると思っている場合、それでは就職をという選択

肢をとらずにフリーターに移行してしまう例が少なく

ないことが、生徒に対する進路指導部の開き取りから

わかっているc

進路選択支援の活動のなかでもその傾向が見られ

るO 酒井勉 (2004)で指摘したように女子は、就職か

進学かと大きくゆらぎながら進路を決めているのに対

して、男子は進学という肴望をいだきながらも、その

実現に向けてのプロセスをなかなか歩めないでいると

いえる。そのことについて、男子をおもに支援したあ

る大学生はJ男子は女子のように揺らいだ、り悩んだり

しないけど、自分から積極的に取り組んだ、りする向上

心はあまりないjと語っているo

すなわち、 A商のような進路多様校の男子において

はユウスケのように親から大学に行けと言われ、本人

もなんとなくそうだと思いながらも、そのための大学

選びからして何をどうしてよいのかわからないという

ような事例や、マコトのように大学進学を決意しなが

らも、そのためにやらなければならないことができな

いという事例がしばしば見られるが、それで、も保護者

は大学進学を容認しているo もし、女子がそのような

状惑なら保護者のまなざしは厳しく進学など許さない

ものと考えちれるし、また、女子自身がこんないい加

減な気持ちでは大学には行貯ないと自己規制してしま

うことも多い。

場的にいえば、男子は保護者に経済力があればなん

となくといった気持ちでも進学できる。だが、女子は

明薙な百的がなければ自他ともに進学が許されないと

いうことになるo A商は普段の学校生活場面でのジェ

ンダ一文化は男子の在籍数が女子の約2留に過ぎない

ことから、木村(敬) (2000)が指揺する f女らしさJ

が相対的には強調されない脱伝統的文化的傾向が強い

公立女子高に近いものと考えられるo また、いわゆる

入試レベルでは、 A膏は最下位レベルであり、成緩な

どの業績的錨値よりも友人や彼氏彼女といった人間関

採などを重課する傾向が顕著であち、「脱近代主義的

価値観J(神田・清原 (2000))をもっ傾向が強いと考

えられる。

しかし、このような文化や価値観の状況にもかかわ
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らず、大学進学という進路選択においては、女子には

説明責任が求められているD 中西 (1998)が指措する

ジェンダートラックとは異なった枠組みでの進路選択

過程が進路多様校に註存在することが考えられるD

一方、男子においては、 1998年3月卒の時点で、大

卒就職者数 (348，000人)が高卒就職者数 (328，000人)

を上回るといった高学霊化を背景として、男子は進学

がふつうという掴笹観が、就職を重要な進路目標とす

るA高のような職業高校でも形成されていることが考

えられるo このことは男子の在籍数が2割であるにも

かかわらず、大学進学者数は女子と同数であるという

A高の2003年卒業生の進路実績にも示されている G

佐藤 (1984)は暴走族のエスノグラフィーのなか

で、暴走族の「反抗モードjが多くの場合数年で落ち

着いて、社会に取り込まれていくソフトな力を、 f文

化の呪縛」と指請した。これと同様の呪縛が大学進学

というかたちで本人・課護者のあいだで共有されたと

きには、たとえ生徒自身が説学校文化的な「遊びモー

ドJrお気楽モードJであっても、このソフトな力が作
用するD 従来はこのソフトな力は受験競争のなかに埋

没し、大学進学のプロセスにおいて表出されることは

稀であった。だが、近年の少子化による大学のユニバー

サル化によって、外部からのある程度のサポートがあ

れば、勉強モードでない生徒にとっても大学進学が可

能となっている9 こうした中で、このソフトな力の存

在が顕在化してきたのだと言える O また、さらに言え

ば、このような男子にとっては呪縛が解げる大学入学

以後をどう過ごすかという課題が生ずるとも考えられ

るO

8 女子生徒の「アイデンティティ問題jと進路選択

A高の生徒の進路選択を見ていく中で浮かび上がる

のは、進路多様校でも'註による罵圏の期待度が明確に

異なっているという事実である G

「ジェンダーと進路jに関する先行研究でも、この

点は学校文イ七のジェンダー・メッセージや子どもに対

する窺の期待度の性差として問題にされてきた。ただ

し、そこで問題にされてきたのはそうした期待に沿っ

て社会化されていく過程であり、それを通じていかに

ジェンダーにより異なった進路へと水路づけられてい

るのかが開題にされてきた。

だが、本プロジェクトが明らかにしたのは、そうし

たメッセージを受け続ける中でも、あえて進学を目指

そうとする女子の存在である。予定されたトラックか

ら逸脱した者だと言えるc 本プロジェクトが見いだし
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たのは冒頭でも述べたように、この逸説の過翠におい

てもまた女子生徒に特徴的な行動、すなわち進路意識

上の転機が見られることであるo 何人かの女子生徒は

ある時点を境に、しばしば「野望jとも言えるような

進路に挑戦すべく強く動機づけられていった。反対に

少なくともこれまで本プロジェクトに参加した男子生

徒には、こうした転機が明確に見られた事例はない。

なぜ、女子生徒に辻、鮮明に転機が存在するのだろ

うか?

我々はその答えむ手がかりは、 fジェンダーと進路J

問題を差賠問題として理解するところにあると捉え

た。女子生徒が男子生徒と大きく異なるのは、被差到

者が担わされる「存在証明課題jを有するかどうかと

いう点にあると考えたのであるc

石川(1992)が指揺するように、人は人生の節目に

おいて、自分は誰であるのかというアイデンティティ

を証明しなければならないが、とりわけ自分の面積を

剥奪される傾向の強い人々=差別される人々は、自分

の価値を守ろうとして存在証明に躍起になるo 石川辻

こうして存在証明に人をくくりつける講造的な問題を

「アイデンティティ開題」と名付けたc

もともと進路選択とは人生の大きな節目となりうる

問題である。進蕗多様校に通う女子生徒が進路選択上

に抱えている課題とは、まさに石川の言うアイデン

ティティ問題の 1つであろう G 彼女たちは、進路多様

校に通う女子であるが故に、二重の意味で「大学に

行っても仕方がない存在jとして缶鍾剥奪を被ってい

る。男子の場合は、男子であるが故に進路多様校にお

いても進学が期待されるため、進学希望を表明しても

その理出を説明する必要性誌器い。しかし、進路多様

校の女子生徒にとっては、大学進学の自的を他者及び

昌己に対して提示し、納得させ/納得しなければなら

ず、まさに「アイデンティティ問題jの1つとなって

いるのであるo

最初に紹分したカズミにとっては、社会教育が自分

が今までやってきたこととリンクしていることが分か

り、社会教育主事に撞れていると周菌にも自分に対し

ても言えるようになったことで、志望大学への動機付

けがいっきに高まった。リエにとっては、中学で勉強

してこなかったと卑下する自分の自負を囲復させるた

めの大学進学でるったむ「大学を卒業した時に後悔し

ないように、勉強しとけばよかったと患わないように

勉強したいJという言い方には、まさに自分に自分の

倍値を再確認させるための手だてとして進学が意味づ

けられていることが分かるc



一方、レイコはジェンダーの問題よりも、民族上の

アイデンティティ開題が色濃く表れている O 彼女に

とっては、様々な価値剥奪がなされる中で、中富語を

話せるという自負がアイデンティティの基盤であっ

た。だが、一回目の試験で中国語が話せることをプラ

スに評価してもらえるわけではないと知ったことで、

そのアイデンティティが大きく揺らいだのだと言えよ

うc 二度目の受験は、彼女が唯一頼みとしてきた中国

語の語学力をつける上で、進学できるか否かが彼女に

とっての重大事となったことが大きい。このようにレ

イコにとってもまた、アイデンティティ問題を痛感さ

せられた場面が転機となったのである。

9 終わりに

本報告が提示したのは、男子生徒法大学進学はふつ

うのこととするソフトな力に呪縛され、なんとなくと

いった気持ちで進学してしまうのに対して、女子生徒

は被差別者としてのアイデンティティ問題が、彼女た

ちの進路選択を大きく規定していることであるJジェ

ンダーと進路jの領域においては、こうした要素はこ

れまでそれほど明確には対象化されてこなかった。

中西 (1998)が整理しているように、高校生の進路

選択においてジェンダーと進路の関係が論じられる場

合には、学校内部効果やチャーターによる社会化作用

が議論のテーマとされてきた。しかし、本報告で見え

てきたのは、女子生徒へのメッセージは、単なる役割

期待というよりは、アイデンティティ問題を生じさせ

るような儲値剥奪のメッセージとして機能しているこ

とであるo 彼女たちに与えられるメッセージにそうし

た特性があるゆえに、それに対する女子生徒側の主体

的な対応の結果として、大学進学に明確な呂的が付与

され、しばしば高望みともとれるような進路が選択さ

れるケースがあるという事実である。

また、進路選択支援という実践的課題に照ちした場

合、本プロジェクトが示しているのは、進路選択を支

援する擦には、支援対象者の社会的立場とそこでの

fアイデンティティ問題jの切実さの程度を前もって

考慮する必要があるということであるo 女子において

は、進学の意味が自分なりに納得でき、確屈とした進

学理由を持てることにより、そこへと大きく動機づけ

られていく傾向が強い。これに対して、男子生徒の進

蕗選択への支援は、支援が彼らの切実な課題に関連づ

けにくいために、国難さを伴うことが多いと思われるo

その意味で、男子生徒への進路選択支援にどのような

手だてが効果的かを検討する必要がある。

ただし、アイデンティティ問題の切実さは、ジェン

ダーでのみ構造免されている訳ではない。蒔代を還り、

社会搭層により親や周囲の進学期待が大きく異なって

いた状況下で辻、男子生徒にも、ここで取りあげた女

子生徒が経験したような fアイデンティティ課題jが、

より鮮明に存在したであろう D そのような点から見れ

ば、今のA商業高校において、もっぱら女子に対して

「存在証明課題jが課せられるのは、その層に限定的

にこうした問題が色濃く残っているということだと言

える G その意味では今後、進学がますますユニバーサ

ル色し、高校のように大学進学が当たり前となってい

く場合には、 A高の女子に特徴的に見られた現象すら

も希薄になってくることも予想されるD

なお、ここでの知見をより理論的に位置づける作業

は今後の課題としたい。ここで見られた生徒の進路選

択過翠には、外部からの期待に対する生徒の主体的な

契磯が社会的に錆わっており、ウィリスらの指橋に通

じる部分もある。ただ、ウィリス (1985)が、アイロ

ニカルにその主体性の限界を見いだし、再生産過程の

説明を畏関したのに対して、本稿での関心はむしろそ

こからの解放であり、そのための支援であるo この点

に関して理論的な考察が待たれるが、それについては

勉日を期したい。

(文責 1、2、 4... 8... 9酒井、 3、6、 7千葉、

5 (ケースム 3、 4広崎)、〈ケース 2禁藤・広崎)) 
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